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拜
啓






　
三
十
日








夜

、
相
州






酒
匂





松
濤
園









に
一
泊






、
間
近





に
富

士

を
望



み
松
原






に
寄

す
る
夕
波






の
趣




佳

し
。

年


の
瀬

や
鷄




の

聲


波


の
音



　
三
十
一
日










、
小
田
原









見
物






、
遊
女
屋







軒


を
並



べ
て
賑




な

り
。
蒲
燒
屋







を
覗



き
外
郎






を
購





ひ
な
ど
し
て
ぼ
ん
や

り
通



る
。
風
采






極


め
て
北
八






に
似

た
り
。
萬
年
町









と
い
ふ
に
名
代





の
藤
棚






を
見

、
小
田
原









の
城



を
見

る
。
二



宮
尊
徳








翁


を
祭



れ
る
報
徳
神
社










に
詣



づ
。
木

の
鳥
居





に
階
子





し
て
輪
飾






を
か
く
る
状



な
ど
、
い
た
く
神
寂





び
た

り
。

　
天
利





に
て
、
晝
食






、
此

の
料
理
屋









の
角



に
て
小
杉
天
外
氏











に
逢

ふ
。
そ
れ
よ
り
函
嶺





に
赴





く
途
中





、
電
鐵






の

線
路





に
踏

み
迷



ひ
危





い
橋



を
渡



る
こ
と
な
ど
あ
り
、
午
後
四
時
半













塔


の
澤



着




。

　
家



の
か
ゝ
り
料
理





の
鹽
梅






、
酒



の
味



、
す
べ
て
、
田
紳
的








に
て
北
八






大
不
平







。
然



れ
ど
も
温
泉






は
い
ふ
に
及



ば
ず
、
谿
川






よ
り
吹
上





げ
の
手
水
鉢







に
南
天






の
實

と
一
把





の
水
仙






を
交



へ
さ
し
た
る
な
ど
、
風
情





い
ふ
べ
か
ら

ず
。

　
又



お
も
ひ
か
け
ず
、
久

保

、
飯
田





爾
氏






に
逢

ふ
。

　
こ
ゝ
に
一
夜





あ
け
の
春



、
女
中
頭









の
お
ぬ
ひ
？
さ
ん
（
此

の
姐



さ
ん
の
名

未


だ
審





な

ら
ず
、
大
方






然

う
だ

ら
う
と
思



ふ
。
）
朱
塗






金
蒔
繪







三
組






の
杯




に

飾




つ
き
の
銚
子





を
添

へ
、
喰
摘






の
膳



を
目

八
分





に
捧



げ
て
出

で
來



る
。
三

つ
う
け
て
屠

蘇

を
祝



ふ
。
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箸


を
お
取

り
遊



ば
せ
と
い
ふ
喰
摘






や

　
十
時





出

發







、
同



五
十
五
分








電
鐵






に
て
小
田
原









に
歸



り
、
腕
車






を
雇



う
て
熱
海





に
向



ふ
、
此

の
道



山
越





え
七

里


な
り
。

　
城
山






を
望



み
て

山


燒

く
や
豐
公






小
田
原









の
城



を
攻

む

　
此

の
間





に
石
橋
山








の
古
戰
場








あ
り
。

　
山
中






江

の
浦



に
て
晝
食






、
古
代





そ
つ
く
り
の
建
場





な
が
ら
、
酒



の
佳

な
る
事



驚




く
ば
か
り
、
斑
鯛





？
の
煮
肴






、

蛤



の

汁


、
舌



を
た
ゝ
い
て
味





ふ
に
堪

へ
た
り
。

山


行

け
ば
は
じ
め
て
松



を
立

て
し
家



　
眞
鶴






の
濱



、
風
景






殊


に
佳

し
、
大
島






ま
で
十
三
里







、
ハ
ジ
マ
ま
で
三
里





と
ぞ
。

　
伊
豆
山









に
て

門
松






や
た
を
や
め
通



る
山



の
裾



　
五
時
半









、
熱
海





着




。

　
今

朝

梅
林






に
金
色
夜
叉









の
梅



を
見

る
、
富
山
唯
繼









一
輩






の
人
物






あ
る
の
み
。

兀
山






の
日

の
あ
た
る
處





遣
羽
子









す
（
い
づ
れ
を
見
て
も
山
家
育
ち
さ
）

　
紀

伊

の
宮



樟
分






の
社





に
詣



づ
、
境
内






の
樟



幾
千
歳







、
仰



い
で
襟



を
正



し
う
す
。

　
　
　
　
あ
け
の
春



大

樟








に
雲



か
ゝ
る
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な
ほ
例
年






に
比

し
寒
威





き
び
し
き
由



に
て
梅



な
ほ
蕾





な
り
。

梅


は
や
き
夕
暮






日
金





お
ろ
し
か
な

　
ヒ
ガ
ネ
と
讀

む
、
西
風






の
寒



き
が
當



熱
海





の
名
物






な
り
と
か
。
三
島
街
道









に
十
國
峠









あ
り
、
今
日






は
風



凪

ぎ
氣
候





温
暖






。
日

に
三
度





雲


の
如



き
湯

氣

を
卷

い
て
湧

き
出

づ
る
湯

は
實



に
壯

觀







に
御
座
候








。
後
便






萬
縷





敬

具
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
五
年
一
月
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6熱海の春



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

初
出
：
「
俳
藪
　
寅
一
」
俳
藪
発
行
所

　
　
　1902

（
明
治35
）
年1

月19

日

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
熱
海
《
あ
た
み
》
の
春
《
は
る
》
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
の
注
を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
岡
村
和
彦

2018

年3

月26

日
作
成

2018

年5

月5

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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